
【契約期間】 令和3年度～令和4年度（ステージゲート評価予定） 【契約総額】 約9.8億円

【受託者】 日本電気株式会社（代表研究者）、国立大学法人東京大学

Beyond 5Gで実現する
同期型CPSコンピューティング基盤の研究開発

研究概要：超高速・大容量、超低遅延、超多接続Beyond 5G と密連携してOTレベルのリアル
タイム処理を実行し、OTとITが融合した多彩なサービスが提供可能となる同期型CPSを実現するために、
ネットワーク型OT制御コンピューティング処理基盤、QoE指向時空間ダイナミック無線リソース制御技
術、ゼロトラスト・スケーラブルアクセス制御技術を確立する。また適用例として工場/倉庫の遠隔OT制
御を想定した実証実験にて、生産効率10倍を達成する。
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研究２ QoE指向時空間
ダイナミック無線リソース制御

研究３の目標：

• ネットワーク制御とアプリレイヤ
のトラスト情報の連携

• 同期型ポリシー生成の高速化
による対象機器の増加

研究２の目標：
• 端末移動を考慮した

ダイナミックなスライス

• 複数無線の同時使用に
よる広帯域/低遅延の
安定保持

研究１の目標：
• 認識/判断/制御の柔軟な

モジュールによるロボット
制御対象数up

• ネットワーク性能を考慮し、
OT動作を高速化

適用例（遠隔OT制御）同期型CPSのシステム構成

「スケーラブル/アジャイル」、「リアルタイム」、「セキュア」の同時達成

（一般課題012）


